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研究成果の概要（和文）： 
 ロシア帝国支配下にあった諸民族地域（非ロシア人住民が主として居住する地域）における

民族知識人形成と大学網の発展に関して、フィンランド大公国、沿バルト諸県（エストニア、

ラトヴィア）、西部諸県（ポーランド・リトアニア）、ウクライナ、カフカス、ヴォルガ川沿岸

地域のタタール人地域の事例に即して解明するとともに、首都サンクト・ペテルブルグの高等

教育機関における非ロシア人教授・学生の活動を明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 The formation of national intellectuals and the development of university network in the 
regions under the rule of Russian Empire, where non-Russian national/ethnic groups 
composed the majority, were analyzed on the cases of the grand duchy of Finland (Finns 
and Swedes), Baltic provinces (Estonians and Latvians), western provinces (Poles and 
Lithuanians), Caucasia (Georgians and others), and Volga-Ural region (Tatars). Besides it, 
activities of non-Russian professors and students of higher schools in Saint-Petersburg 
were discussed on the ground of archival materials.         
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１．研究開始当初の背景 
 研究代表者の橋本は、すでに研究開始時ま
でに身分・階級、民族、ジェンダーによって
分断されたロシア帝国の大学を含む教育構造
についての研究を実施して単著の刊行準備を

進めていたが、それを前提として、帝国内諸
地域の民族知識人形成と大学網の発展につい
ての研究を着意した。その背景には、近年の
歴史学において格段の進展を見たロシア帝国
論の成果及び、やはり社会文化史的な方法に
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よって刷新されたヨーロッパ大学史の展開が
あった。このうち、東中欧・ロシアのネイシ
ョン形成やナショナリズムの構築における大
学及び知識人の役割については、チェコの社
会学者・歴史学者であるミロスラフ・フロフ
による一連の著作に加えて、R.D. Anderson, 
European Universities from the Enlighten- 
ment to 1914 (Oxford University Press, 
2004)が重要な示唆を与えていたが、橋本は
同書の邦訳に監訳者として取り組んでいた
（2012 年刊行予定）。 
  
２．研究の目的 
 本研究は、帝制期ロシアにおける帝国内諸
地域の民族知識人形成と大学網の発展との関
連を問うことを目的とする。その際に大学等
で教育・研究される学知、大学人の結社活動、
地域社会における大学人の位置づけなどが、
諸民族の「覚醒」（民族的アイデンティティ
の形成）にどのように寄与したのかが重要な
論点である。 

 対象地域は、ポーランド統治期以来カトリ
ック的教育の整備の進んだリトアニア、正教・
カトリック・プロテスタントが競合しつつ独
自の教育体制を構築したウクライナ、中世以
来バルト・ドイツ人の支配下にあった沿バル
ト地域、スウェーデン統治からロシア帝国支
配下に編入されたフィンランド、ムスリムと
正教徒と共存・競合のもとにあったヴォルガ・
ウラル地域やクリミア地域、やはりイスラー
ムとキリスト教諸派とがモザイク状に混在し
たカフカス地域など、ロシア帝国の広大さと
多様性に配慮した諸地域とする。 

 こうした検討を通じて、諸民族集団の集合
体としてのロシア帝国の構造解明と、とりわ
け諸地域における民族形成と知の関連に関す
る研究の進展に寄与することを狙いとする。 

 
３．研究の方法 

 研究目的達成のために、各地域・民族集

団に即して配置した専門研究者（外国人共

同研究者を含む）による文献史料・文書館

史料の調査と、これらを使用した個別研究

を推進するとともに、その成果を集約して

ロシア帝国の全体像を提示することを試み

る。 

 そのために、①各地域の文書館・図書館

等での史料および先行研究の収集、②相互

比較のための理論的検討と個別事例の共

有・一般化のための研究会、③海外共同研

究者の参加を得た現地および日本でのカン

ファレンスの開催とともに、各研究者の国

内外での学会発表および雑誌投稿等による

研究成果の公表とあわせて、英文および邦

文による図書を刊行する。 

 また、帝国的統治と民族知識人形成との

関係について比較史的観点を確保するため

に、隣接するハプスブルク帝国やオスマン

帝国の動向にも留意するとともに、ロシア

帝国解体後、ソヴィエト期の民族問題につ

いても参照軸として設定する。 
 
 
４．研究成果 
 研究代表者・研究分担者・研究協力者はそ
れぞれの担当する国・地域等において民族知
識人および大学史についての現地研究者との
研究交流や図書館・文書館等での史料調査を
頻繁に行ってきた。訪問国は、ロシア（モス
クワ、サンクトペテルブルグ、カザン等）、
フィンランド、エストニア、ラトヴィア、リ
トアニア、ベラルーシ、ウクライナ、グルジ
ア、ポーランドの多岐におよぶ。 

 また、研究期間の３年間に合計６回の研究
会（内１回はヘルシンキで開催した国際カン
ファレンス）を開催し、研究成果の報告を行
った。 
それぞれの報告内容は以下の通りである 
 
第１回研究会（2009 年 7 月 5日） 
研究目的・分担等の確認と研究計画の検討。 
 
第２回研究会（2010 年 3 月 26 日） 
小森宏美「ロシア帝国下でのエストニア人知
識人の形成」 
青島陽子「19 世紀中葉「大改革」期ロシアに
おける一般教育制度改革—−教育専門職者の登
場と教養層の拡大−—」 
磯貝真澄「ヴォルガ・ウラル地域のムスリム
知識人と教育—−19世紀後半〜20世紀初頭−−」 
 
第３回研究会（2010 年 8 月 6日） 
梶さやか「19 世紀前半におけるリトアニア概
念のあり方」 
石野裕子「ロシア帝国下におけるフィンラン
ド人知識人の形成と民族運動」 
立石洋子「社会主義の祖国と諸民族の歴史−−
スターリン期ソ連における民族史描写−−」 
 
第４回研究会（国際カンファレンス、ヘルシ
ンキ、2011 年 3 月 14 日） 

HASHIMOTO Nobuya, Introductory Overview 

KAJI Sayaka, Intellectuals of Vilno University 
and Lithuania in the Early 19th Century 

ZHUKOVSKAYA Tatyana, Ethnic Groups 
among Professors and Student Body of the 



 

 

Imperial Saint-Petersburg University in the 
Early 19th Century 

NAGANAWA Norihiro, Who are Tatar 
Intellectuals? : In the Context of Islamic World, 
Russian Empire and Local Community 

LUUKKANEN Tarja-Liisa, The New Intelli- 
gentsia: The University of Helsinki and the 
19th-Century Religious Nationalism in Finland 
 
第５回研究会（2011 年 8 月 6日・7日） 
福嶋千穂「近世ルテニアの正教会と啓蒙・教
育」 
伊藤順二「ロシアとトルコの狭間で−−グルジ
ア識字普及協会の活動」 
米岡大輔「ハプスブルク帝国治下ボスニアの
ムスリム知識人 -- 機関紙『オグレダロ
（Ogledalo）』の言説をめぐって」 
Elena Astafieva｢正教会とローマ・カトリッ
ク——19世紀後半ロシアにおける正教神学ディ
スコースの形成｣ 
 
第６回研究会(2011 年 12月 26 日) 
巽由樹子「近代ロシア絵入り雑誌の研究−商業
出版と専制、インテリゲンツィヤ−」 
磯貝真澄「ヴォルガ・ウラル地域テュルク系
ムスリム知識人の「啓蒙」と女性」 
研究成果取りまとめ（出版）にむけた打合せ 
 
 以上の多岐にわたる研究報告を通じて、広
大なロシア帝国のかなり多くの地域・民族の
実態に即して民族知識人の形成とその活動、
あるいは大学をはじめとした教育機関とその
教員が民族運動に際して果たした役割が個別
的に克明に明らかにされたのに加えて、比較
対照軸の設定とともに、それらを総合する観
点が提示された。 

 とりわけ第４回のヘルシンキにおける国際
カンファレンスは、19 世紀のフィンランドに
おける民族知識人形成にとって重要な役割を
果たしたフィンランド文学協会で開催し、同
教会会長の参加も得ながら、全体像の提示と
あわせて、ロシア・フィンランド・日本の研
究者が研究報告を行った。その成果は後掲の
英文プロシーディングス The Formation of 
National Intellectuals and the Develop- 
ment of a University Network in the Regi- 
ons under the Rule of Russian Empire とし
て印刷・刊行するとともに、ネット上で公開
して国際的な発信に努めた。 

 また、第６回研究会では、フランスの社会
科学高等研究院から研究者を招聘して特別講
演を行った。研究分担者・研究協力者は国際
学会・国際カンファレンスにおける研究発表
や外国雑誌における論文発表を行ってきた。 

 以上のように、国際的な学術発信と交流を

精力的に行ってきたことは、本研究課題の成
果として特筆すべきことがらである。 

 また、日本語での研究成果の公開としては、
後掲の諸論考の発表に加えて、論集『知の働
きと民族の造型——ロシア帝国における民族知
識人と大学——』 （仮題、昭和堂、2013 年刊
行予定）を刊行する。これは日本人研究者 10
名に加えて外国人共同研究者 4名の寄稿を得
て、ロシア帝国各地の民族知識人の形成過程
や彼らの活動をロシアにおける大学網の発展
と関連づけて論じるもので、帝国における知
と民族との関係を包括的に論じた、国際的に
も画期的な論集となるであろう。 
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